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選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

ツチグリ 
全国的に分布域が狭い。本県でも北部地域に偏在し，個体数は極めて
少ない。植生遷移の進行による環境変化や道路工事などにより，絶滅
の危険性が高くなっている。 
 
耶馬渓・国東丘陵地，中津・宇佐低地，由布・鶴見火山群，別府湾沿岸
域 
 
本州(近畿地方)，九州(福岡・大分・鹿児島) 
朝鮮半島，台湾，中国・中国(東北部) 
 
丘陵地の草地や岩場。 
 
 
道路がつくられて絶滅した所や，植生遷移が進行して生育状態の悪化
した所がある。 

　 
　 
バラ科 
Rosaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
II

Potentilla discolor Bunge

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ツルキジムシロ 
本県の生育地，個体数はともに少ない。山頂帯付近の生育地は，植生
の遷移や登山者の踏圧などにより，生育環境の悪化が懸念される。 
 
九重火山群，由布・鶴見火山群，祖母・傾山地 
 
 
北海道，本州，九州(大分・宮崎・鹿児島) 
千島，樺太，カムチャッカ 
 
火山山頂帯や山地の草地，林縁。 
 
 
山頂帯や登山路沿いの生育地は，植生遷移の進行や登山者による踏圧
で生育状態が悪化している所がある。 
 
北方寒冷地要素の植物。九州は，分布の南限域にあたる。 

　 
　 
バラ科 
Rosaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Potentilla stolonifera Lehm.

選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生育環境 

 

 

現　　状 

ミヤマウラジロイチゴ 
 

 

 

(九重火山群) 

 

 

本州(北～中部)，九州(大分) 

 

 

 

 

 

「九重火山群」で採集された標本はあるが，その生育地は把握されて

いない。 

　 
　 
バラ科 
Rosaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
掲載なし 

Rubus idaeus L. 
 subsp. nipponicus Focke




